
 

 

 

第 35回 全国都市緑化やまぐちフェア 基本構想の概要 

はじめに 

本県では、人口減少・少子高齢社会にあっても誰もがはつらつと暮らせる「活力みなぎる山口

県」の実現に向けて取り組んでいるところであり、県民の暮らしに無くてはならない花や緑につ

いて、その重要性を再認識し、将来にわたって創出・保全・活用の取組を継続・拡大していく必

要があります。 

このような取組として、本県では、平成 20 年に「全国みどりの愛護のつどい」、平成 24 年

に「全国植樹祭」を開催し、これらにより、県民の緑化に対する意識は確実に高まってきていま

す。 

こうした県民の緑化意識の更なる向上を目指し、「緑豊かな潤いのあるまちづくり」を一層加

速化する契機として、平成 30年に全国都市緑化やまぐちフェアを開催するものです。 

１ 開催の意義と背景 

２ 開催の基本理念・基本方針 

３ 開催テーマ 

●全国都市緑化フェア統一開催テーマ 

「緑豊かなまちづくり」 

～窓辺に花を・くらしに緑を・明日の緑をいまつくろう～ 

●全国都市緑化やまぐちフェアの開催テーマ 

やまぐちフェアの開催テーマについては、開催意義、基本理念、基本方針等を念頭に置き

ながら、基本計画において決定します。 

４ 開催の基本的事項 

（１）主  催  者  山口県・山口市・公益財団法人 都市緑化機構 

（２）開 催 時 期  平成 30年の秋季 

※具体的な開催期間は、事業内容・事業費・目標入場者数等を勘案し、

基本計画において決定します。 

（３）会   場  メイン会場：山口きらら博記念公園 

（４）入 場 料 等  基本計画以降、具体的な事業内容とともに検討します。 

（５）目標入場者数  基本計画において、開催期間、事業内容等を勘案し、設定します。 

（６）愛称・シンボルマーク  基本計画以降、山口県の特性や事業の特徴を踏まえて決定します。 

 

５ 会場計画 

（１）メイン会場計画 

基本計画以降、来場者の移動を考慮した適正規模のエリアを設定し、具体的な取組内容等

を決定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）全県的展開 

フェアの効果を全県的に波及させるため、県内各地の公園・緑地等において、運営主体が
自主的に行う取組（展示・行催事・情報発信等）と連携し、相乗効果が発揮されることを目
指します。 
※具体的な会場や取組内容等については、基本計画以降に決定します。 

６ 運営計画 

基本計画以降、「出展・展示」「行催事」「会場運営」「広報宣伝」「交通輸送」「協働推進」等に
ついて計画を策定します。 

７ 事業推進計画 

（１）事業推進体制 

フェアの円滑な事業推進を目的に、山口県、山口市、公益財団法人都市緑化機構や経済団
体、花と緑の関係団体、交通事業者などにより構成する実行委員会を設置します。 

（２）事業スケジュール 

 

 

 

 

（３）概算事業費 

基本計画において、開催期間や事業内容などを勘案して設定します。 

別紙に示すとおりです 
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フェア開催の背景・意義・基本理念・基本方針

  
  
  
  

  

  
  

 基本理念 

地域特性、歴史・文化 
●多数の歴史資産・文化遺産等が存 
 在 
●本県の持つ多彩な魅力を全国に発 
 信し、観光の振興を図ることが重 
 要 

地域の産業 
●花と親しむ場を提供するとともに、 

 花きの消費拡大を図る取組を実施 

●オリジナルブランド花きの開発に 

 より産地化を推進 

●瀬戸内沿岸地域には、高い省エネ 

 技術を有する基礎素材型産業が集 

 積しており、次世代産業の育成に 

 力を入れている 

県民活動 
●県民活動（NPO、ボランティア 

 等）は、活力ある社会を実現して 

 いくうえで重要な役割を果たして 

 いる 

●活発な県民活動のための基盤整備 

 ・強化やその中枢を担う人材の育 

 成が重要 

●全国植樹祭では県民による植樹を 

 実施 

緑に関する取組 
●都市公園を適正に保全・活用し、 

 都市緑化を進めていくことが必要 
●都市公園以外の公共施設や民間施 
 設等においても緑豊かな潤いのあ 
 る空間の提供が望まれる 
●緑化に関する知識・技術の習得や 
 指導者の育成を行う取組が必要 

 背 景  

人口減少・少子高齢化 
●全国より早いスピードで人口減   

   少・少子高齢化が進行 

環境保全 
●再生可能エネルギーの導入の促進 

●地球温暖化対策の推進 

●資源・エネルギーの循環・効率化、 

 廃棄物発生の抑制 

持続可能な緑の保全 
●緑化に関する知識の普 

 及や指導者の育成を通 

 じた緑化活動の継続・ 

 拡大 
●多様な主体により緑を 
 保全する新たな仕組づ 
 くり 
●県民一人ひとりの緑化 
 意識向上のきっかけづ 
 くり 

観光振興・景観形成 
●フェア開催による観光 
   客誘致 
●将来的な景観の形成、 
 花や緑に関する文化の 
 継承・創造 

意 義  

産業振興 
●花きの需要･販路拡大 

 の取組、県オリジナル 

 花きのＰＲ 
●新しい緑化技術の紹介 
●その他、暮らしに関連 
 する地域産業に関する 
 情報発信 

循環型社会の形成 
●森林バイオマスなど再 
 生可能エネルギーの利 
 用拡大 
●環境・エネルギー分野 
 での新たな技術の開発 

  
  
 

  
  

◇花や緑を大切にする心の目覚め 
 花や緑は、五感を刺激し、人々の心を健

康にするとともに、暮らしにゆとりと安ら

ぎを与えてくれるものです。また、景観の

形成や防災性の向上、生物多様性の維持、

二酸化炭素の吸収源となるなど、重要かつ

多様な役割を担っています。 

 県民が、フェアの開催準備に関わり、ま

た、開催期間中の様々な展示・イベント等

を楽しむことを通じて、花や緑の役割を再

認識し、花や緑に興味・関心を持ち、花や

緑を趣味とする人が増えることを目指しま

す。 

◇緑豊かな潤いのあるまちづくり 
 緑豊かな環境を守り、育て、後世に引き

継ぐ価値観を共有することは大切です。 

 県民一人ひとりの花や緑を大切にする心

が緑化活動の輪になり、県内各地の公園・

緑地をはじめ、様々な生活空間に広がるこ

とにより、「緑豊かな潤いのあるまちづく

り」を目指します。 

◇経済の好循環 
 花や緑に加え、暮らしと関連する様々な

技術・産業のＰＲ等も行い、都市緑化を軸

としたイノベーションにより、地域産業の

振興による経済の好循環を目指します。 

◇観光の振興 
 （本県の魅力を全国に発信） 
 明治１５０年を機に、多くの歴史資産・

文化遺産等が存在する本県の魅力を全国に

発信し、観光の振興につなげることを目指

します。 

 基本方針 

▽みんなでつくるフェア 
 計画段階から自治体、関係団体、企業、県民が知恵を出し合い、みんな

の力を結集してつくりあげるフェアとします。 

【展開イメージ】 

  ・様々な主体による、出展・展示・情報提供や体験型イベント、コンテスト、教室 

   等を企画します。 

  ・春から秋に県内各地の公園・緑地等で実施されるイベントや展示等と連携し、花 

   や緑とふれあう取組を全県的に展開します。 

  ・「巨木」「名木」、まちなかの並木、森林などの重要性や実態、森・川・海のつ 

   ながりを再認識してもらえるよう、事例紹介や情報発信等を行います。 

  ・将来を担う子どもたちに、花や緑とふれあうことの楽しさを体験してもらうため、 

   県内全域において、「花育」などの学校教育と連携し、会場準備や開催期間中の 

   取組を行います。 

▽身近な花や緑に親しむフェア 
 県民一人ひとりが身近な花や緑について興味を持ち、緑化活動の第一歩

を気軽に踏み出せるようなフェアとします。 

【展開イメージ】 

  ・生活に密着したものとして「ガーデニング」に着目し、「興味を持っていない」 

   「やり方がわからない」「もっと頑張りたい」など、様々な県民の事情を想定し 

   て、講座や体験教室等の取組を行います。 

  ・緑化活動について、県民一人ひとりがその意義を理解し、また、日々の楽しみと 

   感じてもらえるよう、花や緑を愛護する活動に関する情報提供や、実際の活動者 

   による講演等を行います。 

  ・将来にわたり緑化活動が継続・拡大するような仕組みづくりを行います。 

  ・都市公園等の新たな利活用や管理運営につながるような、モデル的な事業を実施 

   します。 

  ・フェア開催後も、メイン会場が県民の緑化活動を象徴する拠点として活用される 

   ような取組を行います。 

▽にぎやかなフェア 
 花や緑のほか、あらゆる年代の人が興味を持つような幅広い分野の内容

やフェア開催後も楽しめるような内容を盛り込むことで、にぎやかなフェ

アとします。 

【展開イメージ】 

  ・子どもや家族連れが楽しめるような展示・装飾、イベント、遊具施設等を充実さ 

   せます。 

  ・暮らしに関連する造園、住宅、エネルギー等の新しい技術に関する出展・展示等 

   を行い、未来に向けたライフスタイルの提案を行います。 

  ・明治１５０年を記念した取組や観光キャンペーンとの連携など、国内外から多く 

   の観光客が訪れるように、観客誘致活動や会場準備等を行います。 

別 紙 


